
(2)ゆずり葉だより　春・第６３号平成２3 年４月 1 日

平成２２年度 会計決算 報告 （単位：円）

 収　入　の　部　  予　算　額    実　績　額　　  摘 　　  　　　　 　要

前年度繰越金               91,166        91,166     平成２１年度からの繰越金　 

市の補助金(1)　  　　 386,000    386,000 　補助金交付要網第5条1～3号
市の補助金(2)　　　　170,000　 １70,000 　補助金交付要網第５条４号

社会福祉協議会の助成金　   176,000    176,000    福祉Ｃ支援事業   
　　　　〃　　　　　　80,000        80,000 　ふれあいいきいきサロン支援事業

　　　　 〃　　　 　     30,000　　　 ―           年末年始地域ささえ愛事業
協　賛　金  　　　     110,000     109,660　 １戸当たり30円／年

広告収入　         　　 120,000　   110,000　『ゆずり葉だより』広告料

雑　収　入　　　　　　     100　　　　    75    利息

 　　合　　　計　   1,163,266    1,122,901　

支　出　の　部　   予　算　額     実　績　額　     摘　　　  　　　    要

活　動　費　　　　　 170,000　  161,306　組織運営、地域課題事業

広報紙・ＨＰ事業費    415,000　 406,291  広報紙年4回発行

市の補助金(２)支出　   170,000　   170,244   域内文化・技能祭ｲﾍﾞﾝﾄ活性化事業　 

福祉Ｃ支援事業費　　 176,000　  178,000    宝塚市社会福祉協議会の助成金

ふれあいいきいきサロン 　　 80,000　　  80,731    同上・ゆずり葉シニアサロン新設

年末年始地域ささえ愛       　 30,000　　 　 ― 　　  同上・阪神大震災メモリアル事業

会議室等使用料                  2,000　       2,100    コミュニティルーム使用料

プリント・コピー・文具代　  　50,000           50,290

予　備　費  　　　  　 70,266 　 　 ―

  　　小　　　計　   1,163,266   1,048,962

次年度繰越金　　　　　  ―　　　　   73,939

 　　合　　　計　      1,163,266   1,122,901

　***** 特  別  会  計 *****

 １．拠点施設運営協力積立金特別会計　　　　

拠点施設運営協力積立金　２１年度残高 　  収　　入　　  支　  出　　  残　  高     

     　　２２年度　　　　   430,672       82,612　     8,960     504,324

 ２．県民交流広場事業特別会計

県民交流広場事業 　　  ２１年度残高      収　　 入 　  支　   出        残     高

  　　　２２年度　　　        　6,573     350,017    356,590                0

　

平
成
23
年
度
の
事
業
計
画
お
よ
び
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
、

阪
神
北
県
民
局
の
助
成
金
が
終
了
し
、
こ
れ
を
除
き
平
成
22
年

度
の
実
績
と
ほ
ぼ
同
様
の
た
め
紙
面
の
都
合
に
よ
り
掲
載
を

省
略
し
ま
し
た
。

≪ボランティアの「活動者登録届」提出による支出明細表≫

宝塚市社会福祉協議会の福祉コミュニティ支援事業助成金

　① 桜まつり　　　　　　　　　　　50,000 円
　② 敬老の日お祝いサロン　  　　　30,000
　③ カラオケサロンのメンテナンス　30,000
　④ ハイキングコース標識設置    　30,000
　⑤ 伝統文化いけばな子ども教室    20,000 
　⑥ 福祉事業その他２件　　　　　　18,000
                    （合　計）　　　178,000

 兵庫県阪神北県民局の県民交流広場事業助成金

　① 夏祭りテーブルレンタル　　　 100,000 円
　② ジャズライブ　　　　　  　　  35,150
　③ 里山ハイキング＆バーベキュー　31,995
　④ 秋　穫　祭　　　　　　　　　　31,256
　⑤ シネマシアタークラブ　　　　　30,000 
　⑥ 夏休み児童学習会　　　　　　　27,520
　⑦ 白瀬川両岸集合住宅情宣活動　　15,000
　⑧ 白瀬川の自然を守る環境活動　　10,000
　⑨ ゆずり葉まつり和太鼓演奏「翼」10,000
　⑩ 健康体操書籍　　　　　　　　　　　 5,635
　⑪ 福祉事業広報活動 (会報・ニュース )  60,034
                    （合　計）　　  356,590

　

小
学
生
入
学
・
卒
業
の
歓
送
迎
会
、
ク
リ
ス
マ

　

ス
会
、
里
山
ハ
イ
キ
ン
グ
＆
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、

　

芋
ほ
り
、
遊
ぼ
う
会
な
ど
野
外
で
三
世
代
の
ふ

　

れ
あ
い
事
業
を
実
施
し
た
。

 

② 

大
型
紙
芝
居
・
人
形
劇
や
秋
の
文
化
祭
・
児

　

童
コ
ー
ラ
ス
、
夏
休
み
児
童
学
習
会
の
基
礎
英

　

会
話
、
ソ
ロ
バ
ン
、
宿
題
な
ど
を
子
ど
も
た
ち

　

に
指
導
し
、
健
全
育
成
を
図
っ
た
。

 

③ 

子
ど
も
た
ち
が
歴
史
、
伝
統
、
文
化
に
対
す

　

る
関
心
や
理
解
を
深
め
、
尊
重
す
る
態
度
を
育

　

て
、
豊
か
な
人
間
性
を
涵
養
す
る
た
め
に
平
成

　

17
年
度
か
ら
毎
月
活
動
し
て
「
伝
統
文
化
い
け

　

ば
な
子
ど
も
教
室
」
を
進
展
さ
せ
た
。

 

④ 

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
を
集
め
て
「
世

　

界
の
発
展
途
上
国
の
子
ど
も
た
ち
」
に
ワ
ク
チ

　

ン
を
贈
る
運
動
の
「
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動
」
を

　

活
性
化
さ
せ
た
。

(3) 
防
災
・
防
犯
推
進
事
業

　
　

当
校
区
は
、
35
％
超
の
宝
塚
一
番
の
高
齢
化

　

率
と
な
っ
た
。
安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
に

　

住
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
と
自
主
的
な
防
災
、

　

防
犯
運
動
を
展
開
し
た
。
育
成
会
児
童
の
見
守

　

り
同
伴
下
校
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
の
呼
び
か

　

け
実
施
。
児
童
の
登
下
校
時
に
時
間
を
合
わ
せ

　

て
の
散
歩
や
植
木
の
手
入
れ
な
ど
児
童
の
見
守

　

り
活
動
を
行
っ
た
。

(7) 

マ
ン
シ
ョ
ン
群
で
「
食
の
安
全
事
業
」

　
　
　
　
　
　
　

 

と
し
て
直
販
を
実
施

も
な
く
急
坂

の
多
い
ベ
ッ

ト
タ
ウ
ン
で

あ
っ
て
、「
無

農
薬
・
旬
の

野
菜
を
岡
山

県
津
山
上
垣

農
園
」
、
「
田

舎
豆
腐
・
く

る

く

る

豆

房
」
、
「
お
菓

子
・
宝
塚
け

や
き
の
里
」

の
直
販
を
継

続
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ

形
成
に
向
け

て
盛
況
。

地
域
づ
く
り

を
高
め
る
多

彩
な
取
り
組

み
を
展
開
し

て
い
る
。

　
　

（
以
上
）

 

当
地
は
、
超
高
齢
化
が
進
む
な
か
商
店
街

「
県
民
交
流
広
場
事
業
」は
、

県
下
で
829
校
区
あ
り
内
631

校
区
が
実
施
し
た
。
広
場

事
業
の
公
募
は
、
平
成
22

年
度
で
終
了
し
た
。
拠
点

づ
く
り
の
追
加
登
録
は
、

22
年
度
３
月
末
ま
で
延
長

に
よ
り
受
付
け
さ
れ
た
。

 

平
成
22
年
度
で

 

県
民
交
流
広
場
事
業
が
終
了

 

本
会
が
平
成
16
年
に
立
ち
上
げ
た
「
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
21
ゆ
ず
り
葉
」
の
資
金
は
、
兵
庫
県
が

各
地
域
に
お
い
て
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
カ
ル
チ
ャ
ー
・
ス

ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
）
の
拠
点
と
な

る
施
設
の
整
備
を
進
め
て
来
た
、
い
わ
ゆ
る
法

人
県
民
税
法
人
割
の
超
過
課
税
に
よ
る
も
の
で
、

引
き
続
い
て
同
じ
資
金
を
基
に
小
学
校
区
程
度

の
単
位
で
み
ん
な
が
集
う
『
場
づ
く
り
』
と

『
活
動
』
を
応
援
す
る
、『
県
民
交
流
広
場
事
業
』

が
平
成
18
年
度
か
ら
本
格
的
に
実
施
さ
れ
た
。

本
会
は
、
宝
塚
市
が
主
催
し
た
事
業
説
明
会
で

《
実
行
予
算
に
よ
る
事
業
応
募
は
出
来
な
い
が
、

目
的
予
算
の
み
で
よ
い
の
か
》
と
質
問
し
て
Ｏ

Ｋ
が
出
た
の
で
、
急
遽
18
年
度
分
と
し
て
事
業

応
募
し
、
幸
い
に
事
業
指
定
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
た
。

　

早
速
「
県
民
交
流
広
場
事
業
実
施
推
進
委
員

会
」
を
発
足
さ
せ
て
議
論
を
交
わ
し
、
実
行
予

算
づ
く
り
に
取
り
掛
か
っ
た
が
そ
の
テ
ー
マ
は
、

ゆ
ず
り
葉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル
ー
ム
一
極
集
中
拠

点
整
備
で
は
な
く
、
本
校
区
の
地
理
的
特
殊
性

を
勘
案
し
た
３
拠
点
整
備
で
あ
っ
た
。
従
っ
て

光
ガ
丘
自
治
会
館
の
改
修
・
設
備
に
約
300
万
円
、

青
葉
台
逆
瀬
台
自
治
会
館
の
改
修
・
設
備
に
約

440
万
円
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル
ー
ム
設
備
に
約
195

万
円
（
た
だ
し
内
約
70
万
円
の
カ
ラ
オ
ケ
セ
ッ

ト
設
備
の
配
置
は
宝
梅
園
団
地
集
会
所
に
、
約

80
万
円
の
シ
ネ
マ
シ
ア
タ
ー
設
備
は
昨
年
秋
に

逆
瀬
川
マ
ン
シ
ョ
ン
自
治
会
集
会
室
へ
移
駐
）

の
配
分
を
行
っ
た
。
ま
た
光
ガ
丘
４
基
、
青
葉

台
２
基
、
逆
瀬
台
４
基
、
白
瀬
川
ブ
ロ
ッ
ク
２

基
、
校
門
前
１
基
の
広
報
板
整
備
に
190
万
円
を

使
っ
た
が
、
こ
れ
は
思
っ
た
以
上
の
効
果
を
も

た
ら
し
て
い
る
。
以
上
整
備
に
重
点
を
置
い
た

た
め
、
活
動
基
金
は
４
年
間
で
175
万
円
と
限
ら

れ
て
い
た
が
、
こ
の
資
金
が
各
自
治
会
の
諸
活

動
に
刺
激
を
与
え
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。  

　
　
　

 

　
　

（
県
民
交
流
広
場
事
業
実
施
推
進

　
　
　
　
　

  

委
員
会
事
務
局
長　

國
司
恒
雄
）

 

② 

高
齢
者
の
認
知
症
、
そ
の
予
防
と
健
康

　

の
維
持
増
進
に
講
習
会
と
啓
発
を
行
っ
た
。

　

マ
ン
シ
ョ
ン
群
で
は
、
福
祉
活
動
及
び
災

　

害
時
の
救
助
活
動
に
役
立
て
る
「
エ
ン
デ

　

ィ
ン
グ
ノ
ー
ト(

緊
急
対
応
ノ
ー
ト)

」
を

　

作
成
し
全
世
帯
に
配
布
し
た
。

 

③ 

高
齢
者
の
見
守
り
や
閉
じ
こ
も
り
予
防

　

・
介
護
予
防
事
業
と
し
て
、
敬
老
の
日
お

　

祝
い
訪
問
、
ふ
れ
あ
い
喫
茶
、
健
康
カ
ラ

　

オ
ケ
サ
ロ
ン
、
歌
唱
ク
ラ
ブ
、
ウ
ク
レ
レ

　

の
会
、
手
芸
サ
ー
ク
ル
、
マ
ー
ジ
ャ
ン
同

　

好
会
、
な
ど
を
実
施
し
て
健
康
づ
く
り
・

　

福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
を
活
性
化
し
た
。

 

④ 

兵
庫
県
民
会
館
で
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　

21
ひ
ょ
う
ご
「
全
県
ク
ラ
ブ
サ
ミ
ッ
ト
」

　

が
開
催
さ
れ
、
宝
塚
市
24
の
ク
ラ
ブ
を
代

　

表
し
て
参
加
し
た
。

 

⑤ 

マ
ン
シ
ョ
ン
群
で
は
催
事
に
た
い
す
る

　

ド
ア
to
ド
ア
の
移
動
手
段
を
実
施
し
た
。

　

参
議
院
選
挙
の
「
巡
回
バ
ス
」
往
復
路
運

　

行
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
を
カ

　

ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
助
成
し
た
。

(4) 

環
境
美
化
推
進
事
業

 

① 

「
ま
ち
を
き
れ
い
に
」
を
合
言
葉
に
公
園
や
川

　

の
清
掃
活
動
を
行
っ
て
自
然
を
保
護
し
、
ミ
ヤ

　

マ
ア
カ
ネ
ト
ン
ボ
や
ホ
タ
ル
を
育
て
、
そ
の
鑑

　

賞
路
を
整
備
し
た
。

 

② 

「
花
と
緑
の
会
」
の
活
動
は
、
各
単
位
自
治
会

　

や
管
理
組
合
で
活
発
に
行
わ
れ
た
。

(5) 

ゆ
ず
り
葉
散
策
路
整
備
事
業

 

① 

平
成
10
年
か
ら
始
ま
っ
た
整
備
事
業
を
継
続

　

し
て
、
裏
山
の
豊
か
な
自
然
を
活
か
し
た
身
近

　

な
場
所
に
四
季
折
々
の
緑
と
花
が
あ
り
、
高
齢

　

者
・
子
ど
も
家
族
揃
っ
て
で
き
る
健
康
づ
く
り

　

の
散
策
路
が
あ
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。
そ
の
整

　

備
を
行
い
、
裏
山
の
自
然
を
観
察
し
、
健
康
ハ

　

イ
キ
ン
グ
の
た
め
の
コ
ー
ス
を
開
拓
し
て
、
そ

　

の
ル
ー
ト
整
備
を
行
っ
た
。

 

② 

行
者
山
東
観
峰
登
頂
ハ
イ
キ
ン
グ
を
毎
週
日

　

曜
日
の
午
前
に
実
施
し
た
。

(6) 

健
康
・
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

 

① 

健
康
で
安
心
し
て
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら

　

し
続
け
、
健
や
か
で
、
や
す
ら
ぎ
に
満
ち
た
暮

　

ら
し
と
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
た
。
ハ
イ
キ
ン

　

グ
、
卓
球
、
太
極
拳
、
健
康
リ
ズ
ム
体
操
、
健

　

康
教
養
講
座
・
健
康
教
室
の
出
前
講
座
な
ど
を

　

活
発
に
行
っ
た
。

　

１
面
か
ら
続
く

【春のゆずり葉地区の裏山は、コバノミツバツツジが咲き誇る】

　

毎
月
第
３
日
曜
日
に
代

　

議
員
が
集
ま
り
コ
ミ
ュ

　

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
会
議
を

　

行
っ
た
。

 

② 

シ
ネ
マ
シ
ア
タ
ー
上

　

映
会
は
、
毎
月
数
箇
所

　

の
屋
内
会
場
や
野
外
映

　

画
会
を
行
い
、
映
画
を

　

通
し
て
親
睦
を
図
っ
た
。

 

③ 

自
治
会
や
老
人
会
、福

　

祉
委
員
な
ど
が
桜
祭
り
、

　

夜
桜
の
集
い
、
盆
踊
大
会
、

　

夏
祭
り
、
納
涼
花
火
会
、

　

文
化
祭
、
音
楽
会
、
展
覧

　

会
、
絵
画
展
、
お
茶
会
、

　

も
ち
つ
き
、
秋
穫
祭
な
ど
活
発
な
事
業
を
行

　

い
、
住
民
の
親
睦
、
連
帯
意
識
の
醸
成
と
文
化

　

の
高
い
ま
ち
づ
く
り
を
形
成
し
た
。

 

④ 

マ
ン
シ
ョ
ン
群
で
は
９
月
に
「
平
城
遷
都
１

　

３
０
０
年
祭
」と
３
月
に
「
黒
潮
市
場
と
湯
浅

 
 

の
町
並
み
視
察
」
の
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
し
た
。

(2) 

子
ど
も
の
健
全
育
成
・
三
世
代
交
流
事
業

 

① 

子
ど
も
・
親
・
高
齢
者
の
異
世
代
ふ
れ
あ
い

　

を
通
し
て
連
帯
意
識
を
醸
成
す
る
。


